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矢板駅は、日本鉄道株式会社が敷設した宇
都宮・西那須野間の鉄道開業に伴い、明治 19
年に誕生しました。現在の駅舎は昭和初期に
建てられたもので、木造の味のある駅舎は現
在も大きく変わることなく使われています。
駅舎前のバス乗り場は、昭和 39年に整備され
たもので、この工事により、市の表玄関にふ
さわしい外観となりました。
　写真手前に停車しているのは国鉄バスです。
当時の矢板駅はターミナル的役割を果たして
おり、山縣農場や関谷行き、烏山行きの国鉄
バスが運行されていました。
　このように、矢板駅は今も昔も市民の日常
生活を支えるランドマークの一つとして矢板
市の発展を見守っています。

✉この写真が昭和 39 年以降に撮影されたことはわかるけど…
皆さんからの情報お待ちしているのデス ‼  　by たけりん
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